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人口の動き

6月 1日現在

人口計 79，410 
(+ 66) 

男 38，083
(+48) 

女 41，327I ・
(+ 1 8) 

世帯数 25，776 
(+ 70) 

)は前月比
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-大村市体育文化センター (仮称)の建設へ向けて… ・ 2~3

-心臓血管病センター完成ほか…・ー…・・・・・……・…・…・・… 4

-第 4 回洗剤アンケートの結果報告・・… …・……・…・ ・ 8~9

-電算機システム利用状況ー・・・…・・・…一一… ・・・……..... 14 

西日本有数の花しょうぶ園として知られている大村公園。紫や白

など色彩豊かな花しょうぶが咲き競い、行楽客の目を楽しませてい

ます。

同公園には、玖島城長堀と南堀の 2つの花しょうぶ圏があり 、広

さは延べ 9，500平方メートル。気品があって優雅といわれる江戸系、

大輪の名花肥後系、伊勢系などの花しょうぶが、見事に復元された
やくら

板敷櫓や白塀とマッチし、和の風情を醸し出しています。

花しょうぶまつり期間中は、花の街スケッチ大会や黒丸踊など多

彩な催しが行われ、大変なにぎわいを見せていました。
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し

し、

顔

ー
大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
へ
向
け
て

1

こ
の
ほ
ど
、
市
民
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
「
大

村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
」

(仮
称
)
の
基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た
。

県
内
で
も
最
大
級
の
施
設
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
教
養
・
文
化
な

ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
総
合
的
な
複
合
施
設
で
、
荷
役
所
北
側

(現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
一
帯
の
敷
地
)に

同
セ
ン
タ
ー
を
取
り
壊
し
建
設
す
る
も
の
で
す
。

-
施
設
の
基
本
計
画

本
市
は
長
崎
空
港
、
九
州
自
動

車
道
な
ど
の
め
ぐ
ま
れ
た
交
通
ア

ク
セ
ス
を
生
か
し
、
豊
か
な
自
然

と
歴
史
に
融
和
し
た
新
産
業
都
市

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
施
設
は
市

民
の
文
化
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
中
心
的
役
割
を
担
う
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
各
種
イ
ベ

ン
ト

・
展
示
・
研
修
会
な
ど
多
目

的
に
活
用
で
き
る
施
設
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ン
グ
ル
l
ム
な
ど
の

「
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
l
ン
」
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
や
会
議
室
な
ら

び
に
多
目
的
室
を
備
え
た
「
会
議

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
l
ン」、

立日

楽
・
演
劇
な
ど
の
舞
台
発
表
に
利

用
で
き
る
5
0
0
人
の
観
客
席
を

備
え
た
「
小
ホ
l
ル
ゾ
l
ン
」
な

ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

-
施
設
の
特
徴

最
大

5
、
0
0
0
人
収
容
の
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
音
響
お
よ
び
照

明
設
備
な
ど
に
も
配
慮
し
た
最
新

鋭
の
音
楽
ホ
l
ル
、
若
者
に
魅
力

あ
る
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
l
ム
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

能
も
兼
ね
備
え
た
複
合
的
施
設
で

す
。

-
主
な
施
設
の
内
容
・
規
模

施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部
3
階
建
て
。
ス
ポ
ー
ツ
、
講

演
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
目

的
に
利
用
で
き
る
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
ト
レ
l

ニ

-
今
後
の
建
設
計
画

。
平
成
7
年
度

1
基
本
設
計

実
施
設
計

O
平
成
8
年
度

l
建
設
着
工

O
平
成
叩
年
度
目
H
完
成

O
総
事
業
費
約
的
億
円

こ
の
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
り
、

心
の
潤
い
と
豊
か
さ
を
創
造
す
る

芸
術
文
化
の
振
興
、
市
民

一
人
ひ

と
り
の
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

参
加
、
広
域
的
な
各
種
大
会
の
開

催
な
ど
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

※
ア
リ
ー
ナ
と
は
、
舞
台
を
観
客

席
が
四
方
か
ら
取
り
囲
む
形
式

の
ホ
l
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

す
。‘
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大村市体育文化センター(仮称)完成予想図

(建設予定地 〉

多目的室
4、ホール

メインアリーナ

(大体育館)

展示、サークル発表会などに

利用できます。

音楽を主目的とした施設で、舞台機構によ

り演劇系の利用にも対応できます。一流のプ

ロ演奏から、アマチュア、市民まで幅広い創

造活動の場です。

( 

メインアリーナでイベントを開催;

した際の休憩スペースです。

そのほか、 ・トレーニングルーム ・フィットネス 既存のコミ ュニテ ィセンター ¥

iルーム・リハーサル会議室・会議室および各講の機能が配慮されています。

J 座室などがあります。

市民が個人、団体で気軽に利用できる生涯スポー

ツの場です。大会開催時には、練習場所や選手・関

係者の控室 として使用できます。

バスケットボール、バレーボール、体操、相撲な

どの各種スポーツの本格的な競技ができます。

また、講演会、発表会、コンサートなどの文化的

イベント会場にもなり、 3.000人相当の客席(移動席

使用時は 5.000人相当)を有する、集客力のある施

設ですO

2 

一男さん浦瀬

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
の
浦
瀬

さ
ん
は
、
市
民
体
育
館
な
ど
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
団
体
の
指
導
や
育
成

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
に
と
っ
て

最
高
の
施
設
で
す

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
は
、
長
年
の

念
願
が
か
な
い
喜
ん
で
い
ま
す
。

大
村
に
と
っ
て
は
、
最
高
の
施
設

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
は
、
県
下
の
各
種
ス
ポ

ー
ツ
競
技
大
会
な
ど
を
大
村
で
開

催
す
る
場
合
は
、
会
場
を
分
散
し

な
け
れ
ば
競
技
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
は
運
営
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。大

会
だ
け
の
使
用
で
は
な
く
て
、

個
人
の
ス
ポ
ー
ツ
向
上
や
体
力
づ

く
り
に
も
役
に
立
つ
よ
う
に
、
市

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
体
育
施

設
を
望
ん
で
い
ま
す
。

<< 

田川久仁子さん

田
川
さ
ん
は
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

活
動
し
て
い
る
「
カ
ト
レ
ア
コ
ー

ラ
ス
」
の
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
が

待
ち
遠
し
い
で
す
ね

現
在
、
県
下
の
お
か
あ
さ
ん
コ

ー
ラ
ス
大
会
を
市
民
会
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
出
場
団
体
も
年
々

増
え
て
リ
ハ
ー
サ
ル
も
で
き
な
い

状
態
で
し
た
が
、
市
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
の
建
設
は
、
非
常
に
有
り

難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
村
は
空
港
が
近
い
と
い
う
立

地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、

完
成
す
る
と
、
ま
す
ま
す
中
央
か

ら
プ

ロ
の
指
導
者
な
ど
を
呼
び
や

す
く
な
り
ま
す
ね
。

建
設
さ
れ
る
場
所
は
自
然
環
境

が
良
い
の
で
、
周
辺
を
緑
に
し
て

休
憩
で
き
る
会
場
に
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
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心
臓
疾
患
を
専
門
に
検
査
・
治
療
す
る

心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
が
完
成

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど
最

新
の
高
度
医
療
機
器
と
経
験
豊
か

な
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
た
、
県
下

で
初
め
て
の
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ

弘

心
臓
血
管
造
影
装
置

ー
が
完
成
し

5
月
幻
日
、
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
病
院
は
、
平
成
元
年
に
心
臓

血
管
外
科
を
開
設
し
ま
し
た
が
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動

脈
疾
患
は
年
々
増
加
。
専
門
に
検

査
、
治
療
す
る
病
院
は
少
な
く
、

県
外
で
の
治
療
も
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
現
状
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

本
市
は
、
平
成
3
年
度
に
建
設
を

計
画
。
6
年
3
月
か
ら
建
設
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
本
格
的
な

心
臓
血
管
病
の
専
門
治
療
施
設
と

心
臓
血
管
治
療
の

中
核
施
設
を
目
指
し
て

笠
病院長藤原恒夫

近
年
、
社
会
環
境
の
変
化
や
人

口
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
っ
て
、
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
虚
血
性
心
疾
患
が
増
加
し
、
死

亡
統
計
で
も
昭
和

ω年
以
降
、
心

臓
死
は
癌
死
に
次
い
で
第
2
位
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長
崎

県
は
全
国
で
も
死
亡
率
が
高
い
県

と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
昭
和
伍
年
以
来
虚

血
性
疾
患
の
診
断
お
よ
び
治
療
に

し
て
各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

(人)I当院における心臓血管外科手術釘1

日心血管手術数

口関心術数

.血管外科

40 

20 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
増
加
す
る
患
者
さ
ん
が

一
人
で
も
多
く
、
進
歩
し
た
近
代

医
療
の
思
恵
を
受
け
ら
れ
、
死
亡

率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
の
願
い
か
ら
、
こ
の
度
の
心

臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
な

り
ま
し
た
。

数
多
く
の
最
新
機
器
を
装
備
し
、

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え

H

患

者
さ
ん
の
た
め
に
ぺ
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
職
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 (年)

オフィスパーク大村

94 93 92 91 90 89 
O 
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造成工事始まる

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
は
、
長

崎
自
動
車
道
の
大
村
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
琴
平
岳
展
望
台
へ
登

る
途
中
の
丘
陵
地
で
す
。
眼
下
に

長
崎
空
港
を
望
み
、
緑
の
自
然
が

多
く
残
る
景
勝
地
で
も
あ
り
ま
す
。

甲
斐
田
市
長
岡
ら
に
よ
る
、
く
わ
入
れ

な
ど
が
あ
っ
た
起
工
式

(
6
/
1
・
市

内
の
ホ
テ
ル
)

E
陵
地
は
、
先
端
技
術
産
業
の

集
積
地
で
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
あ
る
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

ー
ク
に
隣
接
。
地
域
振
興
整
備
公

団
が
主
体
と
な
り
、
事
務
所
お
よ

び
研
究
所
な
ど
の
用
地
を
造
成
し
、

企
業
誘
致
を
図
り
ま
す
。
造
成
工

事
内
容
は
、
開
発
地
面
積
約
お
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
同
区
画
の

分
譲
地
を
整
備
す
る
計
画
で
、
平

成
9
年
度
に
造
成
を
完
了
し
、
分

譲
開
始
予
定
で
す
。

ま
た
、
業
務
機
能
支
援
中
核
施

設
で
あ
る

「大
村
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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大
村
市
民
の
皆
様
温
か
い
ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
口
日
の
震
災
発
生
以
来
、
大
村
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
励
ま
し
と
多
く
の
ご
支

援
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

6
か
月
が
経
ち
、
神
戸
市
内
で
は
復
興
に
向
け
て
の
っ
ち
音
が
響
き
、
人
々
の
生
活
も

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
つ
い
た
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

長
く
険
し
い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
を
今
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
る
街
と
し
て

よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
7
年
7
月

神

戸

市

長

幸

t弘
主久

山



地域の発展にご尽力

地域の発展にご尽力されている永年勤続者の表彰

などが行われた町務連絡員総会 (6/5・市コミセン)

永年勤続者を表彰

町
務
連
絡
員
総
会
が
6
月
5
日、

市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
、
永
年
、

行
政
と
町
内
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
永
年
勤
続
者
の
方
々

の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
口

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
表
彰

平成 7年 7月号

m
w
年
以
上
も
の
長
い
間
、

一
家

の
柱
と
な
り
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
家
族
の
生
活
を
支
え
な

が
ら
子
ど
も
を
育
て
あ
げ
、
ま
た

社
会
の
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ
の
表

彰
式
お
よ
び
、
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
総
会
が
5
月
お
日
、
商
工
会

議
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
口

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

鉛
歳
の
津
山
フ
サ
さ
ん
(
鬼
橋
町
)

を
最
高
齢
に
6
人
の
皆
さ
ん
。

広報おおむら

田
中
助
役
は
「
い
つ
ま
で
も
健

康
で
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を

贈
り
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

秋
本
ツ
マ
(
岩
松
町
)
、
梅
原
ヒ

サ
(
荒
平
町
)
、
岡
ヨ
シ
(
桜
馬

場
2
丁
目
)
、
津
山
フ
サ
(
鬼
橋

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

。
何
年
:
塩
田
隆
(
岩
舟
住
宅
)
、

古
賀
豊
次
(
玖
島
江
迎
)
、
鈴
木

信
幸
(
東
本
町
)

。
叩
年
・
・
・
佐
藤
秀
信
(
諏
訪
8
区)、

西
山
俊
行
(
杭
出
津
3
区
)
、
相

川
隆
一
(
西
小
路
)
、
松
田
修

(
富
の
原
1
丁
目
)
、
井
手
末
虞
(
東

諏
訪
)
、
前
用
組
巴
二
西
大
村
本

町
第
1
)

。
5
年
:
・
森
林
勝
見
(
上
久
原
)
、

長
輿
繁
(
久
原
団
地
)
、
森
勝
芳

(
水
主
町
)
、
前
田
実
(
向
陽
町
)
、

石
橋
孝
男
(
水
計
)
、
橋
本
惰
(古

町
2
丁
目
西
)
、
松
尾
吉
夫
(
下

杭
出
津
)
、
藤
崎
清
(
古
賀
島
西
)
、

林
田
進
(
黒
丸
)
、
富
永
戊
(
小

路
口
町
)
、
清
水
澄
男
(
宮
本
)

町
)
、
矢
次
政
子
(
坂
口
町
)
、
山

口
ヒ
サ
ヱ
(
中
里
町
)

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
行
わ
れ

た
寡
婦
表
彰

(
5
/
お
・
商
工
会
議
所
)

'. 総自坊巴3~~!lÞJ(IS'. 

雨

期

を
危 前
険

個

所

を

視

察

水 災体
危防 害制梅
険 合危へ雨
個同 険のや
所会 個万台
の議 所全風
キ見カ宝のをシ
察行視図 l
にわ察るズ降下へ
はれお た ン
、ま よ め に 三局イ.， /: --' 

甲し び 5 備 7.jJ子与
斐 た 、月え 以~.~~，~子
因 。防 31 、 似成費~j;~'~~ . :冒士宮組昨~:.'~~橿.t. <.!.L:_:. :~;.'1~'4' .;，; 

市 災日防担当職員の説明を受けながら危険個所をチ
長 ・ 、災ェックする甲斐田市長 (5/31・東野岳町)

越水・決壊などに備えて

水防訓 練
迅
速
に
そ
し
て
適
確
な
判
断
で
訓

練
に
臨
ん
だ
消
防
団
の
皆
さ
ん

(
6
/
4
・
西
三
城
町
) を

は
じ
め
市
関
係
者
、
警
察
署
、
消
防
署
、

諌
早
土
木
事
務
所
な
ど
約
初
人
が
参
茄
、

急
傾
斜
地
や
た
め
池
な
ど
市
内
の
危
険
個

所
を
巡
視
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
市
役
所
で
聞
か
れ
た

防
災
・
水
防
合
同
会
議
で
は
、
災
害
予
防

対
策
や
災
害
応
急
対
策
な
ど
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

本
市
の
現
在
の
防
災
計
画
は
、
豪
雨
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
を
想
定
し
た
内
容
で

す
。
特
に
今
回
の
会
議
で
は
、
先
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
、

国
・
県
の
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地

形
に
即
応
す
る
震
災
対
策
を
含
め
た
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
早
急
に
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

梅雨期を控え、豪雨による災害に備え

た水防訓練が 6月 4日、大上戸川金丸橋

下左岸で行われました。

訓練には、第 4~第 7 分団の団員など

約80人が参加口河川の堤防越水・決壊な

どを想定した、せき板工法、積土俵工法

を迅速かっ正確に行い、防災体制に万全

を期しました。

- 5 -
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「第 7回花の街スケッチ大会J(大村商工

会議所青年部主催)が6月4目、大村公

園を会場に行われました。

スケッチ大会には、幼稚園児から小 ・

中学生まで約 500人が参加。気品のある

花しょうぶやアジサイ 、桜田の堀、板敷

櫓などを題材に、水彩絵の具やクレヨン

で思い思いにスケッチし 、どの作品もみ

ごとな出来ばえでした。

戸主 ;.sJ-γ訟 q

企花と歴史の街をスケッチ
(6/4.大村公園)

ト一-d-
V

3
-水

力
-ス

踏
切
は
必
ず

一
旦
停
止
、左
右
確
認

。
踏
切
で
車
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た

と
き

。
踏
切
で
は
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
!

①
踏
切
で
は
、
向
か
い
側
に
自
分

の
ス
ペ

ー
ス
が
で
き
て
か
ら
発
進

し
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
一
旦
止
ま

っ
て
、
左
右
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
警
報
機
が
鳴
り
出
し
た
ら
、
踏

切
に
は
入
ら
な
い
。

④
列
車
が
通
っ
て
も
反
対
列
車
が

来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
報
機

が
鳴
り
止
ん
で
か
ら
踏
切
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。

「全九州少年剣道優

勝大会・ 10周年記念

おおむら菖蒲まつり

少年剣道大会」が6
月11日、市民体育館

を会場に行われ、終

始気合いの入った試

合が展開されました。

この臼の大会には、市内および県内外の小学生 128チームが参加。

剣士たちは、日ごろの練習の成果を発揮し、見事な剣さばきを披露、

会場からも盛んな声援が飛び安いました。

"V'V"¥./'V'"V'V"V"V"¥./'V''V''¥J"V"V''V''VVVV'V''-/'V 

市
民
交
通
傷
害
保
険

1
た
だ
今
受
付
中
で
す

l

A 元気はつらつしたプレーに大声援
(5/25 .市営睦上競技場)

老人クラブの親睦と健康維持を図ろうと 5月25日、

市営陸上競技場で「大村市老人クラブ連合スポーツ

大会」が行われました。

この日は、競技の途中から時々小雨も降りだすあ

いにくの天気でしたが、市内クラブ会員約 1，500人

が参加。50メートル走から始まり 、ゲートポールを

使ったターゲット競技、輸なげ、和気あいあいの口

マンス旅行ゲームなど、元気はつらつとしたプレー

に盛んな声援が送られていました。

保

険

料

7
月
加
入
分
、

1
口
3
6
0円

(1
人

2
口
ま
で
)

総
務
課
、
各
出
張
所

申
込
窓
口

市民課児童手

現在児童手当を受給中の

人は、 6月中に現況届を提

出していただ くように通知

をしていましたが、まだ提

出していない人は至急提出

して ください。

提出がないと支給停止に

なります。

問い合わせ

当係へ

~昌己自
現況眉の提出は

おすみですか

~B ごろの練習の
成果を発揮/

(6/11 .市民体育館)

(.l l'l 

(; 

() 

企うれしい母の日プレゼン卜/
(5/14・慈恵荘)

市内の力一ネーション栽培農家で構成する立

福寺温室組合 (福田盛憲組合長、5人)が5月

14日、母の日にちなんて・、市内の 100歳以上の

女性に力一ネーションを贈りました。

同組合は結成20周年を迎え、長寿も兼ねて母

の日を祝おうと 、今回初めてプレゼントされま

した。

現在、温室栽培したものを空路大消費地に運

ぶ運営方法が成功、年間 150万本を出荷する県

内でも有数の力一ネーション団地になっていま

す。

ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

ド
を
先
頭
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

青少年を非行みら守る、全国強
調月間 ( ワ 'Jij 'l 日 ~3' 日 )

大
村
区
青
少
年
弁
論
大
会

(
大
村
市
・
東
彼
杵
町
)

日
時

7
月
日
日
出
、
午
後
1
時

初
分
か
ら

場
所

市
民
会
館
(
大
会
議
室
)

hv
楽
し
い
昔
の
遊
び
に
挑
戦

(5
/
引
・
乾
馬
場
町
)

阪
神
大
震
災
被
災
者
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を

兼
ね
た
「
全
国
一
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
!
大
会
」
(大

村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
管
)
が

5
月

釘
目
、
西
大
村
地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
交
差
点
や
分
岐
点
を

示
す
地
図
を
頼
り
に
課
題
を
解
き
な
が
ら
歩
き

ま
す
。
大
村
会
場
で
は
、
昔
の
あ
そ
び
体
験
コ

ー
ス
と
し
て

3
陥
と

5
畑
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
引
チ
ー
ム
約

1
5
0人
の
親
子
連
れ
や
仲

間
同
士
な
ど
が
参
加
。
石
け
り
、
輪
ま
わ
し
、

竹
馬
、
ビ
ー
玉
な
ど
の
昔
の
あ
そ
び
に
挑
戦
し

な
が
ら
、
元
気
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド

県
青
少
年
弁
論
大
会

日
時

7
月
1
日
出
、
午
後
1
時

初
分
か
ら

西
大
村
中
学
校
の
プ
ラ
ス
パ
ン

場期 。
戸n日 l阜

長 7 岩
崎 月 一
商 31
工 日
会何)
議
所

V
水
し
ぶ
き
に
大
歓
声

(5
/
m
-鬼
橋
上
流
河
川
敷
)

自
然
に
親
し
む
喜
び
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
郡
川
・
鬼
橋
の
上
流
河
川
敷
で

5
月
お
日
、
「
郡
川
の
自
然
に
親
し
も

う
会
」

(竹
松
小
学
校
区
健
全
協
・
郡
川

の
自
然
に
親
し
む
会
主
催
)
が
行
わ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約

4
0
0人
が
水
辺
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
郡
川
の
美
化
を
兼
ね
て

空
き
缶
捨
い
や
ク
ロ
ー
バ
ー
の
種
ま
き
、

水
生
生
物
の
観
察
や
お
年
寄
り
の
指
導

に
よ
る
水
鉄
砲
作
り
。
午
後
か
ら
、
か

っ
ぱ
の
変
装
を
す
る
と
か
っ
ぱ
家
族
に

な
れ
る
仮
装
大
会
。
石
の
重
量
あ
て
や

石
投
げ
ゲ
ー
ム
、
ア
ユ
の
稚
魚
の
放
流

な
ど
の
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
終
日

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

ヨヨE

木
十局
畝ぽ
展

特
別
企
画
展

平成 7年 7月号広報おおむら
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R
u
a
§
匂
良
湖
沼
宮
山
》
只
3
9

r
J

第

4
回
洗
剤

Y
シ
ケ

l
卜
結
果
r
J

大
村
湾
は
、
昔
か
ら
景
観
の
美
し
さ
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
長

い
間
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
水
産
資
源
の
確
保
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
閉
鎖
性
海
域
の
た
め
、
外
海
と
の
濡

の
交
換
か
悪
く
、
年
々
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。

水
質
汚
濁
の
原
因
は
、
約
印
%
が
生
活
排
水
で
す
。
市
で
は
、
海
や
川

を
芳
染
か
ら
守
る
た
め
、
石
け
ん
の
使
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
洗
剤

問
題
に
つ
い
て
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
を
知
る
た
め
、
平
成

7
年

1
月
に
実
施
し
た
「
洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
洗
剤
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
昭
和
田
年
、
幻
年
、
日

年
に
続
い
て
第
4
回
目
で
、
市
内

の
全
世
帯
(
約

2
3
、
5
0
0
世

帯
)
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
口

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
海
や

川
に
お
け
る
水
質
汚
染
の

一
因
と

な
っ
て
い
る
洗
剤
の
使
用
状
況
、

洗
剤
の
種
類
に
つ
い
て
の
認
識
度
、

合
成
洗
剤
を
使
用
し
て
い
る
理
由
、

自然の恵みである大村湾いつまでも犬切に・

v大村湾の水質汚濁の状況

洗
剤
を
使
用
し
て
の
手
荒
れ
の
実

態
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
回
収
率

前
回
の

η
・
詑
%
を

大
き
く
下
回
り
、
日
叩
・
m
m
%
(
1

0
、
9
7
0
世
帯
)
の
低
率
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
関
心
が

低
か
っ
た
こ
と
、
実
施
時
期
が
悪

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
回
答
者
の
性
別
・
年
齢

や
は

り
女
性
が
卯

・
4
%
と
多
く
、
年

代
別
に
は
印
歳
代
以
上
が
約
印
%

を
占
め
て
い
ま
し
た
。

3.4 

v Y3  (環境基準

3.2 

COO(mg/Q) 

3.0 

2.5 

2.0 

1ヰ1.61.6 

47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 田 61 62 63 冗 2 3 4 年 度

環境基準-・・人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維
持するこ とが望ましい基準。

COD …・・・有機物による水のよごれの程度をあ らわす指標。
大村湾の環境基準値は、 2rng/.eと定め られてい ます。

③
洗
剤
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

調
査
結
果
は
下
図
の
と
お
り
前

回
と
同
様
、
合
成
洗
剤
が
圧
倒
的

に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
前
固
ま
で
は
、
石
け
ん

使
用
(
洗
濯
、
台
所
と
も
石
け
ん
使

用
)
、
併
用
(
洗
濯
、
台
所
の
い
ず

れ
か

一
方
を
石
け
ん
使
用
)
、
合
成

洗
剤
(
洗
濯
、
台
所
と
も
合
成
洗
剤

を
使
用
)
で
区
別
し
ま
し
た
が
、
今

回
か
ら
、
洗
濯
用
と
台
所
用
と
に

区
別
し
て
調
査
し
て
ま
す
。
(
併
用

は
両
方
の
部
分
で
表
し
て
ま
す
)

ρ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

札
ハ

9

8

7

6

5

4

3

2

1

④ 洗剤の種類をあなたは知っていますか (認識度)
84%の人が違いを知っているとの回答でした。

洗剤は、下表のとお り成分の違いによ って、大きく 3種類に分け られ、

各商品には「家庭用品品質表示法」に基づく表示がされています。

図 55年度

~57年度

図 61年度

臨 6年 度 洗 濯

皿6年度一台所

(石けんと合成洗剤の簡単な見分け方〉

石けん 合成洗剤 複合石けん

品名 洗濯用石けん 品名洗濯用合成洗剤 品名洗濯用複合石けん

成分脂肪蔽ナトリウム

J耐晴ミ断J相ナルRキHト伝リルH蝿ウム叫エ叫スモすfル内ナV川偽抗ミ宇μ'1 

成分脂肪酸ナト リウム

炭酸塩 脂肪酸71レカ ノールアミド

※合成界面活性剤は使 高級アルコール系

用されていない。 来簡単に言うとfJけんと合成洗剤を混ぜた物

|※合成界面活性剤(石油系)

界面活性剤一・水 にな じむ部分と油になじ む部分か らな り、 水 と油、水と物の
境界面に入って、相互の溶けあ わない性質 をやわらげ洗浄の作

用をす る。(石けんには動植物油脂の、合成洗剤には石油系の界

面活性剤が使われてい る。)

石けん・・・ ・・・・・・石けんの歴史は5.000年。石けんは、微生物 によって早 く分解し

やすいので、自然浄化されやすい。

清
掃
課
か
ら
お
願
い

8 -

不明

j
個
人
持
ち
込
み
の
人
へ
j

現
在
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
新

施
設
の
建
設
工
事
の
た
め
、
セ
ン

タ
ー
内
の
通
路
が
限
ら
れ
て
お
り
、

個
人
持
ち
込
み
の
車
に
よ
る
混
雑

が
生
じ
て
い
ま
す
。
市
で
は
市
内

各
地
に
、
不
燃
物
集
積
所
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
集

積
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
え
ず
持
ち
込
ま

れ
る
人
は
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
・
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
分
別
お
よ
び
①

1
⑦
に
分
別
し
て
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

①
缶
類
⑧
ピ
ン
、
陶
器
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
③
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
(
そ
れ
ぞ
れ

区
別
)
④
木
製
品
、
木
切
れ
(
タ
ン

ス
な
ど
は
バ
ラ
し
て
ひ
も
で
く
く

る
)⑤
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ

ー
類
は
穴
を
あ
け
分
別
⑧
衣
類
⑦

そ
の
ほ
か
(
係
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
)

-
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
(
金
属
の
フ
タ

は
取
る
)
や
ビ
デ
オ
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
類
、
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
類
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

-
大
型
ゴ
ミ
は
、
市
で
処
理
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
課

(宮
⑭

3

1
0
0
)
 



⑤石けんと合成洗剤の判断ができる人を対象に
洗濯用と台所用の洗剤の使用状況について

下のグラフのとおり③の表と比較すると、石けんは、洗濯用が 4.5%
台所用が 7.3%増加。合成洗剤はよ洗濯用が18.1%台所用が16.4%減少。
両方とも使用している人は、洗濯用が28.8%台所用が29.1%増加してい
ました。なお、複合石けんは両方に含んでいます。

不明1.5%

4
空
き
缶
を

捨
て
な
い
で
y

平成 7年 7月号広報おおむら

6
/
4
・
大
村
公
園
)

⑦洗剤による
手荒れの状況

石けん1.673人(18.1%)、
合成洗剤3，738人(40.5%)
が「ある」との回答でした。

⑥合成洗剤を使用する理由
下のグラフの示すとおりとなりました。

“その他9.9%"の回答者は915人で、そのう
ち約10%の人が、贈答品を使用していると
の回答でした。

花

市

町

田

缶

叩

括

判

お

却

お

6
月
5
日
は
「
環
境
の
日
」
で

す
。
こ
れ
に
ち
な
み
県
下
全
域
で

実
施
さ
れ
た
「
空
き
缶
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
。
市
内
で
も
4
日
、
早

朝
か
ら
各
家
庭
や
町
内
会
、
各
種

関
係
団
体
、
事
業
所
な
ど
市
民
総

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
市
内
で
集
め
ら
れ
た

空
き
缶
類
は
約
5
4
、
2
5
0
個
。

4
月
か
ら
環
境
美
化
条
例
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

街
は
私
た
ち
の
手
で
、
美
し
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水生生物による水質調査を実施

大
村
湾
を
守
る
の
は
あ
な
た
の
家
庭
か
ら

各
家
庭
か
ら
流
し
て
い
る
生
活

排
水
は
、
川
や
大
村
湾
の
大
き
な

汚
染
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
合
成
洗
剤
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
含
ま
れ
る
リ
ン
が
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
増
殖
さ
せ
、
赤
潮
発
生
の

原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
台
所
の
く
ず
は
、
ど
ぶ
川

の
も
と
に
も
な
る
の
で
す
。

今
後
の
市
の
取
り
組
み
は

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
「
日
の

細
か
い
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
」

「石
け
ん
を
適
正
に
使
用
す
る
(
石

け
ん
も
合
成
洗
剤
も
大
量
に
使
用

す
る
と
汚
染
の
原
因
と
な
る
こ
な

ど
の
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
を
、

※
 

別
人
の
大
村
市
生
活
排
水
対
策
推

進
員
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い

問
い
合
わ
せ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
並
1
丁
目
に
あ
る
中

地
区
公
民
館
に
、
廃
食
用
油
を
再

利
用
し
た
粉
石
け
ん
を
つ
く
る
機

械
(
粉
石
け
ん
ミ
ニ
プ
ラ
ン
ト
)

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
械
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
生
活
排
水
対
策
推
進
員
・
・
・
家
庭

の
主
婦
を
中
心
に
推
進
員
に
な

っ
て
も
ら
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
資
材
な
ど
を
利
用
し
て
、
家

庭
で
で
き
る
汚
濁
削
減
の
対
策

を
地
域
に
お
い
て
推
進
し
て
い

た
だ
く
方
。

(
平
成
2
年
か
ら

配
置
)

洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
口

"-' J 1/にはどんな生さ物がれるのかな~

川の水質の状態を私たちに教えてくれる生物

を指標生物といいます。この指標生物をもとに、

ハ|の水の状態を知ろうと、次のとおリ水質調査

を行います。

対象は小・中学生ですが、家族でも参加でき

ます。なお、調査のあと、鯉の放流も行います。

調査場所・日時。郡 川 (才又橋イオ近)

7月26日(水) 午前10時~正午

O鈴田)11 (似田橋イオ近)

7月27日(木) 午前10時~正午

O大上戸川 (水田橋位近〉

7月30日(日) 午前10時~正午

※川の中に入りますので、長靴などの準備をし

てください。また、調査前日および当日が雨

の場合は中止します。

問い合わせ 環境保全課

hv
工
ル
モ
ン
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ

ど
ち
ら
も
水
の
き
れ
い

な
川
に
住
む
生
物
で
す

4
司

サワガ二

集
積
所
看
板
を
寄
贈

こ
の
ほ
ど
、
大
村
ロ
l
タ
i
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
(
毛
利
功

一
会
長
・

ロ
人
)
か
ら
不
燃
物
集
積
所
看
板

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
で
叩
周
年

を
迎
え
、
記
念
事
業
と
環
境
保
全

な
ど
の
活
動
バ
ザ
ー
に
よ
る
益
金

で
看
板
を
製
作
し
、
市
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‘
田
ノ
平
町
な
ど
刊
か
所
に
設
置

さ
れ
た
集
積
所
看
板

- 9 -



ベソヲ-?:l-'

大
村
市
の
豆
町
風
物
詩
と
し
て
す

っ
か
り
定
者
し
て
い
る

H

お
お
む
ら
夏

越
ま
つ
り
九
今
年
も
日
月

1
日

1
3

日
に
か
け
て
開
畦
さ
れ
ま
す
が
今

回
は
ま
つ
り
の
実
行
幸
員
長
と
し
て

そ
の
準
備
に
奔
走
さ
れ
て
い
る
中
村

人
久
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
実
行
委
員
会

委

員

長

中

村

人

久

さ

ん

トージョウ ν

「自
私
た
ち
み
ん
な
が
参
加
し
、
楽

し
み
な
が
ら
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

誕
生
し
た
の
が

，E
瞳
ま
つ
り

で
す
」
と
話
さ
れ
る
中
村
さ
ん
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
盟
か
な
白
黙

の
恵
み
で
生
か
さ
れ
て
い
る
「
神

へ
の
感
謝
の
と
を
大
切
に
し
、

市
内
令
神
社
(
目
付
}
合
同
の
夏

越
ま
つ
り
と
い
う
全
国
的
に
も
ま

れ
な
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
の
運
営
か
ら
撤
収
ま
で

次
行
吾
日
H
会
が
担
当
。
商
工
背
年

部
、
血
唱
草
部
、
川
刊
年
会
議
所
、

主
聞
が
中
心
と
な
句
、
各
組
問

体
な
ど
の
協
力
に
よ

っ
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

列

島

註

よ

ま

誼

M
川

4
と

う

η
時

引

間

引

m

k

B
4
2
1
つ
う-

L

5

m
r
-
z
 

t

、
L

一

二

か

さ

川
叩
牝
同
川
市
づ
孔
札
母

」
〉

恰

で

5
、一」マ判ドムーー

(

'R

喝

つ

z
j
d
ト

釘

長

崎

町
司
了
一
い
刊
叱

d
z
t
~
 

山口

週
骨
罰
金
や
究
肱
な
ど
に
よ
っ

て
会
場
設
官
に
古
封
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
‘制叫
ん性
、
谷
部
会
で
内

容
を
具
体
的
に
世
討
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ

な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
な
る
こ
と
も

多
い
そ
う
で
す
。

手
作
り
の
ま
つ
り
と
し
て
、
年

々
多
島
な
陥
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
「直
越
提
灯
山
笠」

が
章
場
し
ま
す
。

「ま
つ
り
は
、
見
る
の
で
は
な
く

害
加
し
て
、
楽
し
み
を
且
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
詰
ら
れ
ま
し

ht

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
心
の
ま

つ
句
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

lサハリン大地震災害 1

1 被災者の方々に i 
義援金を 1/ けんこ〈でん

献穀田でお田植 祭

早
乙
女
ら
が
箇
の
植
え
付
付
を
行

っ
た
宮
中
隊
級
田
の
お
田
植
え
祭

(6
/
山
陰
平
町
)

わ
れ
ま
し
た
。

お
田
植
え
祭
は
、
宮
中
献
悼
大

村
市
車
中
賞
会
(甲
斐
回
闘
産
会
長
)

が
行
い
、

聞
係
者
な
ど
約
3
0
0

人
が
山
川
町
し
ま
し
た
。

地
元
の
下
鈴
田
浮
立
の
舞
や
撞

の
音
が
流
れ
る
中
、
早
乙
女
た
ち

が
「
日
本
晴
」
の
苗
を
植
え
付
け

ま
し
た
。

同
水
聞
は
、
広
さ
約
四
ア
ー
ル
。

5
0
0
1
6
0
0同
の
収
権
が
見

込
ま
れ
、

8
月
に
育
的
拐
、
叩
月

に
樹
齢
官
明
を
し
て
収
植
し
献
穀
き

れ
ま
す
。

JO 

え

吉
武
ゆ
か
し
〈
繰
り
広
げ
ら
れ
た

お
国
植
一
え
祭

県
で
は
、
後
見
者
救
担
の
た
め
義
控
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

皆
峠
の
温
か
い
ご
支
提
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一

募
集
剛
限

7
H引
日
閉
ま
で

義
揖
金
取
担
窓
口

左
記
窓
口
ま
で
ご
持
寄
ま
た
は
指
定
口
座
へ
様
込

-

を
お
願
い
し
ま
す

。

一

畳
付
窓
口
長
崎
県

一

取
担
金
融
蝿
関
な
ど

+
八
銀
行
、
割
和
銀
行
、
長
崎
銀
行
、
九
州
銀

一

行
{
募
集
期
間
中
の
指
定
銀
行
で
の
送
金
手
世
料
は
免
除
)

一

問
い
合
わ
せ
県
総
務
企
画
部
(
宮
0
9
5
8
⑫
4
4
0
9
)

一

古式ゆかしく

宮
中
献
酒
田
に
選
ば
れ
た
中
忠

義
枇
さ
ん
(
陸
平
町
)
の
氷
山
で

6
M刊
日
、
古
式
ゆ
か
し
い
お
田

植
え
酷
が
行
わ
れ
、
今
年
の
盟
作

を
祈
り
ま
し
た
。

毎
年
、
各
都
道
府
県
の
良
雇
1

人
を
車
排
者
に
選
び
宮
中
に
献

韓
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
本
市

が
遊
ば
れ
た
の
は
却
年
ぶ
り
で
す
。

す
で
に
、
献
韓
回
を
清
め
る
慢
式

や
岨
を
ま
く
酔
胤

5
4月
に
行



ご存じですか

障害基礎年金を.ゲ

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

加
入
中
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
や
、

ω

歳
以
上
で
加
入
を
や
め
た
あ
と
、

倒
歳
ま
で
に
国
内
に
居
住
し
て
い

て
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

(
た
だ
し
、
繰

り
上
げ
て
受
給
し
て
い
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
)

平成 7年 7月号広報おおむら

{保
験
料
未
納
期
聞
が
3

分
の

1
以
上
あ
れ
ば
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
】

そ
の
障
害
の
も
と
に
な

っ
た
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
初
め
て
医
師
に

か
か

っ
た
日
(
初
診
日
と
い
い
ま

す
)
の
前
の
加
入
期
間
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
3
分
の

1
以
上
の
未

納
期
間
が
あ
れ
ば
障
害
基
礎
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【障
害
の
認
定
】

初
診
日
か
ら
1
年
6
か
月
た

っ

た
日
(
障
害
認
定
日
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
前
に
症
状
が
固
定
し

た
場
合
は
そ
の
日
)
に
、
障
害
の

程
度
が
国
民
年
金
法
に
定
め
る
障

害
等
級
表
の

1
級
か

2
級
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

【加
歳
前
に
障
害
に
な
っ
た
ら
】

初
歳
前
(
国
民
年
金
に
加
入
す

(第8回国民年金写真コンテスト

入賞作品)

「健やか四代」

川鶴正保さん(片町)の作品

入選

る
前
)
に
初
診
日
が
あ
る
障
害
に

も
、
そ
の
人
が
初
歳
に
な
っ
た
と

き
(
障
害
認
定
日
が
初
歳
以
降
で

あ
れ
ば
そ
の
日
)
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
初
歳
前
の
障
害
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
の
所
得
に
応
じ
て
、
全
額
ま

た
は

2
分
の

1
の
年
金
が
支
給
停

止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【請
求
は
い
つ
?

受
給
は
い
つ
か
ら
?
】

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
は
、
初

診
日
か
ら

1
年
6
か
月
経
過
後

(
障
害
認
定
日
)
に
行
い
、
請
求
の

翌
月
分
か
ら
受
給
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

【障
害
基
礎
年
金
と

心
身
障
害
者
】

障
害
基
礎
年
金
の
対
象
と
な
る

障
害
の
程
度
は
、
国
民
年
金
法
に

定
め
る
障
害
等
級
表
の
1
・
2
級

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
で
決
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

障
害
の
程
度
が
そ
の
ま
ま
該
当
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
専
用
の
診
断
書

に
よ
り
、
改
め
て
国
民
年
金
法
に

定
め
る
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る

か
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

尚
一
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税
μ

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
の

健
康
と
す
こ
や
か
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
生
ま
れ
た
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
健
全
な
運
営
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
営
を
支

え
る
の
が
保
険
税
で
す
。

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
な
ど

の
給
付
は
、

主
に
皆
さ
ん
の
保
険

税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国

保
制
度
に
十
分
な
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽自動車を寄贈

保
険
税
は
被
保
険
者
と
な

っ
た

月
か
ら
納
め
ま
す
が
、
届
出
が
遅

れ
る
と
被
保
険
者
と
な

っ
た
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税

を
有
効
に
使
、
つ
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
健
康
に
気
を
つ
け
て
正
し
い

診
療
を
受
け
る
よ
う
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。

今
月
は
、

4
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

福祉活動に役立ててほしいと、甲

斐田市長へ軽自動車を寄贈されま

した。 (6/9・市役所玄関)

(掬アサヒコー

ポレーション

スパークル ア

サヒは、社会福

祉活動の一助に

と軽自動車 1台

を寄贈。 6月9

日、同社の代表

の方が市役所を

訪れ、甲斐田市

長出席のもと贈

呈式が行われま

した。

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〔手軽にできる運動を〕

平
成

7
年
度

所
得
税
第
1
期
分
の

納
税
の
お
知
ら
せ

平
成
7
年
度
申
告
所
得
税
第
1

期
分
の
納
期
限
は
7
月
引
自
明
で

す
。納

税
は
、

7
月
1
日
か
ら
白
日

ま
で
の
期
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
廃
業
、
休
業
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
本
年
度
の
所
得
が
前
年

よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る

と
き
は
〔
予
定
納
税
の
減
額
申
請

書
〕
に
よ
り
予
定
納
税
額
の
減
額

を
申
請
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
申
請
が
で
き
る
の

は、

7
月
1
日
か
ら
口
日
ま
で
の

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
土

・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児

生
後
3
か
月
j
必
か
月
未
満
で
、
今
ま

で
に

1
回
も
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

.
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
乳

幼
児

-
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

・
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て

ツ一反検査・ BCG予防接種日程

実施場所 ツ一反検査 BCG接種

市コミセン
7月5日(水) 7月 7日(金)

萱 瀬出張所

西大村コミセン

ニ 浦出張所 7月 4日ω 7月 6日(木)
鈴田出張所

竹松出張所
7月11日ω 7月13日(木)

福 重 出 張 所

中地区公民館
7月12日(水) 7月14日(金)

松 原 出 張 所

い
る
乳
幼
児

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
お
い
て
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
水
ほ
う
、
壊
死

な
ど
の
非
常
に
強
い
反
応
を
示
し
た
こ

と
が
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後

4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混

合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て

い
な
い
乳
幼
児

※時間はいずれも午後 2 時~3 時まで

麻
種

中

接

施

防予

実

か

咳

ア

風

し

日

テ

傷フ

は

百

ジ

破

ん

合
し

餓
三

お子様の体調の良いときに受けられるよ

う年間を通じて無料で実施しています。

詳しくは、 『健康のしおりと国民健康保

険』をご覧ください。

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の
国
の
援
護
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
国
の
出

資
法
人
で
、
自
動
車
に
よ
る
被
害
者
お
よ

び
家
族
へ
の
援
護
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
、
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
し
付
け

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
、
ま

た
は
重
度
の
後
遺
症
害
が
残
っ
た
人
の
子

弟

(
0歳
か
ら
中
学
を
卒
業
ま
で
)
で
、

そ
の
保
護
者
が
住
民
税
を
納
め
る
こ
と
を

要
し
な
い
な
ど
の

一
定
の
要
件
に
合
致
す

る
人

貸
付
金
額
・

当
初
の
一
時
金
:・
日
万
1
、

0
0
0
円

・
貸
付
期
間
中
の
月
額

:
i万

9
、
0
0
0
円

・
入
学
支
度
金
・:
4
万
3
、

0
0
0
円

貸
付
期
間

中
学
卒
業
ま
で

利
子

無
利
子

子育τって
難しれてすね

育児で困っているお母さんたちの

相談をおうけし ます。乳幼児の健全

な発育のため、 お気軽にご利用くだ

一 相談はお気軽に一

返
済
方
法

貸
し
付
け
終
了
後
6
か
月
を

経
過
し
た
後
初
年
の
均
等
分
割
返
還

(高

校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶

予
)な

お
、
貸
し
付
け
利
用
者
で
高
校
へ
進

学
さ
れ
る
場
合
は
、
交
通
遺
児
育
英
会
の

奨
学
金
制
度
の
便
宜
が
図
ら
れ
ま
す
。

2
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す

る
介
護
料
の
麦
給

対
象
者

自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
脊
髄
損

傷
を
生
じ
た
人
で
、
一
定
の
基
準
に
合
致

す
る
人

支
給
額

(
1
日
に
つ
き
)

・
入
院
・:
4
、
0
0
0
円

・
自
宅
介
護
の

場合・・・
2
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ

ー

(
宮

0
9
5
8
⑫
8
8
5
3
)

さい。

電話でも、直接、諏訪保育園に行

7 0) 

(祝祭日

諏訪保育園(宮 ⑬ 40 

除き ます)、午前 8時~午後 7時

育児一般

月曜日~土曜日

かれても結構です。

問い合わせ

相談日時

相談内容

健康テレホふサービス
大長崎 ft0958-26-5511

7月は「愛の血液助け合い運動」月間

あなたの善意をぜひ献血に!

月 日射病 -熱射病
? 火 ピアスによる合併症
月
の 水 子どもの歯のけがについて
フ- 木 夏(:::::多い子どもの皮膚病

金 胎教は有効か?マ
土・日 更年期障害と漢方療法

- 12 -

献血は、たくさんの人々の善意に

よって支えられています。一人ひと

りの温かな心が、多くの尊い命を救

うのです。

ぜひ献血にご協力ください。

問い合わせ 健康増進課



と婦人がんミを防ごう

¥/¥ j J 

歯
の
健
康
優
良
児

コ
ン
テ
ス
ト

市では次のとおり婦人がん検診を実施してい

ます。

平成 6年度では、 2，073人の受診者の内、

人のがん患者が見つかっています。

子宮頚がんは、早期発見により、死亡率は年

々低下しています。また、乳がんは、 大部分が

シコリに より発見されます。自分でみたり、触

れたりして月 1回の自己検診と年 1回の定期検

診を受けまし ょう 。

対象者 30歳以上の女性

負担金 子宮がん 1，000円(体がんは 700円増)、

乳がん 400円(老人医療受給者、市民税非課税

世帯、生活保護者、利用券提出者は無料)

実施期間 いずれの検診も平成 8年 3月31日ま

で(祝祭日を除き ます)

実施医療機関 大村中央産婦人科、おび産婦人

科医院、後藤産婦人科医院、長野病院、福田産

婦人科医院、桝本産婦人科内科医院

※30・40・50・60歳に到達された人に節目健診

利用券(無料受診券)をお送りしています。

ぜひ、この機会に受診してください。

問い合わせ健康増進課

平成 7年度

4 

固
な
ど
に
通
所
(
園
)
さ
れ
て
い
る
幼
児

は
、
所
(
園
)
の
嘱
託
歯
科
医
師
の
推
薦

に
よ
り
ま
す
。

保
育
所
(
園
)
お
よ
び
幼
稚
園
な
ど
に

通
所
(
園
)
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
で
、
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
さ
れ
る
人
は
、
大
村
保

健
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

7
月
お
日
働

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
(
宮
⑬

2
1

9
3
)
 

討しら{t

護切後

募
集
対
象
大
村
保
健
所
管
内
に
居
住
す

る
5
歳
児
(
平
成
2
年
4
月
2
日
1
3年

4
月
1
日
生
ま
れ
)
お
よ
び
そ
の
保
護
者

募
集
方
法
保
育
所

(
園
)
お
よ
び
幼
稚

返
済
(
無
利
子
)
で
す
。

問
い
合
わ
せ

側
交
通
遺
児
育
英
会
(
東

京
都
千
代
田
区
永
田
町
宮

0
3
1
3
5

8
1
1
2
2
7
1
)
 

「プ
ラ
イ
マ
リ

l
ケ
ア
と
地
域

一ア

l
マ

医
療
」

講

師

国

立
長
崎
中
央
病
院
・
総
合
診
療

科
医
長
向
原
茂
明
先
生

入
場
料

一
般
市
民
は
無
料

主
催

大
村
市
医
師
会
、
大
村
看
護
高
等

専
修
学
校
同
窓
会

問
い
合
わ
せ
大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

内
事
務
局
(
宮
⑫

6
7
1
2
森
)

人
工
虹
門
・
人
工
、ほ
う
こ
う

造
設
者
に
対
す
る
講
習
会

無
料

受
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集

7 月 8 日 (土) 、 午後 1 時30分~3 時

小・中学生 30人(先着順)

国立長崎中央病院 20人 ・市立病院 10人

(C T)野菜、果実などのスキャン

(一般撮影)魚類の撮影、参加者の持参品

(透 視)水槽中の魚類の透視

(紙 芝 居〉レン トゲ ン博士物語

7月 5日制 ( ただし、 午後 1 時~5 時受付、

土・日を除き ます)

申し込み・問い合わせ

国立長崎中央病院放射線科(志賀江 B ⑬ 9101)

市立病院放射線技術科 (一 瀬 E ⑫ 2161)

日本放射線技術会長崎県支部大村地区

保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た

め
に
学
資
に
困
っ
て
い
る
人
で
、
高
校
・

高
専

・
専
修
学
校

・
各
種
学
校

・
短
大

・

大
学
に
在
学
ま
た
は
、
進
学
予
定
者
に
貸

与
さ
れ
ま
す
。

返
済
は
学
校
卒
業
後
初
年
間
で
、
割
賦

夏
休
み
学
童
保
育
入
所
児
童
募
集

['X線発見百年記念」

ふれあい教室

医
療
教
育
講
演
会

(体験学習)

7
月
幻
日
制
、
午
後
6
時
加
分
1

土曇 8 日
戸斤 時 時:

市
コ
ミ
セ
ン

平成 7年 7月号

対
象

夏
休
み
期
間
中
、
仕
事
や
そ
の
ほ

か
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
の
保
護
に
欠
け

る
児
童

(1
年
生
1
3年
生
)

期
間
お
よ
び
時
間

7
月
幻
日
働
1
8
月

白
日
刷
、
午
前
8
時
1
午
後
5
時
初
分

開
設
場
所
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
大
川
田

ゲ

l
ト
ボ
l
ル
場
前
)

申
し
込
み
説
明
会

7
月
9
日
川
、
午
前

日
時
1
日
時
・

に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ

学
童
保
育
に
ん
じ
ん
ク
ラ

ブ
父
母
の
会
(
宮
⑬

2
8
6
0

浜
田

-

E
⑭
4
3
3
4

安
井
)

※
当
日
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日
出
、
午
後
零
時
初
分
j

日
時

4
時

場

所

健

康
保
険
諌
早
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内

容

術

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
l

一

問
い
合
わ
せ

附
日
本
オ
ス
ト
ミ
l
協

会

日

県
支
部
(
宮

0
9
5
7
⑫
2
1
8
3
植
木
)

一

レントゲン博士

広報おおむら

申込期限

イ崖

日時:

対 象者

体験場所

体験内容

王



味?記録項目と利用時兄酒二|
1 .電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目

業務名 記録項目 [ ]内は利用状況 11業務名 [ ]内は利用状況

住

民

記

録

市

O住民コ ー ドO世帯コード O異動事由 O異動日 O届

出日 Oカナ氏名O漢字氏名 O性別O住民区分0生年

月日 O続柄O住民となった日 O住民とな った届出日

O本籍地0筆頭者0郵便番号0従前の住所0住所コ

ード O通称コ ー ドO現住所O世帯主名 O小学校区

O中学校区0投票区O転出先住所O転居前住所0印

鑑番号O印鑑登録年月日 O印影O国保資格情報0国

年資格情報0生活保護(種類、開始年月日、廃止年

月日 ) 0身体障害者(種別、等級、障害名) 0各種

手当情報0原爆手帳番号O療育手帳番号 [住民基本

台帳の作成、住民票、印鑑登録証明書など発行 く利

用業務〉就学通知書、成人式案内状、国民健康保険

証、各種予防接種通知書、健康診断受診通知書、児

童 手当、畜犬予防接種通知]

民

謀

選
挙
管
理
委
員
会

選

挙

O個人コ ー ドO世帯コードO通称コ ー ドO住所0世

帯主氏名 O住民区分0生年月日 0性別0続柄O住民

とな った年月日 O届出年月日 O消除年月日 O異動事

由Oカナ氏名O公称コードO投票所名 O転出地コー

ドO投票区O資格 [選挙人名簿および投票所入場券

の作成]

(
保
険
年
金
課
)

国

民

年

金

O個人コード O記号番号O取得日 O喪失日 O種別

0保険料区分0喪失理由 O免除区分0納付区分0加

入記録O納付書発行区分O満了年月日 O前納情報

O納付記録O生年月日 O高齢任意情報0世帯コード

0性別O氏名 0住所0金融機関コードO金融機関名

O 口座番号0納付組合[国民年金保険料の賦課・徴収

の関連帳票作成および課税状況調などの資料作成]

市

(税
県

民

手見

務

O個人コード 0指定番号0一連番号0課税年度0異

動事由 O申告区分O生年月日 O性別 O氏名 O住所

O営業所得0農業所得0その他の事業所得0不動産

所 得0利子所得0配当所得0給与所得O公的年金所

得 0雑所得0総合譲渡所得0一時所得0土地などに

かかる事業所得O長短期所有土地など所得O分離譲

渡所得(短期) 0分離譲渡所得(長期) 0変動所得

O臨時所得0繰越損失0免税所得 (特例) 0みなし

法人所得0非課税所得0専従者控除0雑損控除0医

療費控除O社会保険料O小規模企業共済など掛金

0生命保険料0個人年金保険料支払額O総所得金額

O各種扶養控除額O課税標準額O税額控除0差引税

額 O合計年税額0期別税額O通知書番号0分離株式

所 得O寄付金控除 [市民税および県民税の賦課・徴

収の関連帳票作成、課税状況調などの資料作成]

課
)

(
税
務
課
)
一
(
税
務
課
)

国
民
健
康
保
険
税

一
軽
自
動
車
税

O記号番号0納付書番号0納税義務者コード O被保

険者数0所得総額0控除合計額O課税標準額O所得

割額O均等割額O平等割額O算出合計額O限度超過

額 O月割増減額0決定税額0個人コード [国民健康

保険税の賦課・徴収の関連帳票作成および課税状況

調などの資料作成]

O一車コードO納税義務者コードO世帯番号0車両

標識番号O車種 O送付区分O課非区分O所有区分

O納税義務発生年月日 O廃車年月日 O税額O氏名

O住 所0納付書番号 [軽自動車税の賦課・徴収の関

連帳票作成]

収

納

O住民コードO税目 O通知書番号0賦課年度O該当

年度0期別O金額O延滞金0分納金 [市税、国民年

金保険料、住宅使用料、保育料、施設等入所負担金

等の収納業務]

2.個人情報の開示などの申請はありませんでした。

大村市は、コンビュータ- (電算機)を利用

して次のような仕事をしていますが、「電子

計算組織の運営に係る個人情報保護条例」に

基づき年に 1回公表するものです。

記録項目

(

税

務

課

)

固

定

資

産

税

O一筆コ ー ドO納税義務者コード O所在地 コー ド

O地目 O状況類似O都市計画O課税地債 O評価額

O標準値との比較0道路との関係O造成費控除O比

準割合O評点数0所有者コードO一棟コードO画地

番号O棟番O登記年月日 O登記床面積O課税年度

0種類O家屋番号O用途 0構造0屋根0階層 O課税

床面積O再建築費評点数0特例対象面積0理論評価

額 O決定価格 O世帯コ ー ドO台帳所有者O品名 O耐

周年数0取得価格0減価残存率O住所[固定資産税、

都市計画税お よび償却資産税の賦課 ・徴収の関連帳

票作成、課税状況調などの資料作成]

税
務
課
)
一
(
税
務
課
)

口

座

一
納
税
組
合

O個人コード0納税

組合0納付方法0開

設日 O開設日 O金融

機関O口座番号O口

座名義人

[・ 市税、国民年金、住宅

使用料、保育料、農業集

落排水事業分担金お よび

下水道受益者負担金の徴

収にかかる口座振替の関

連帳票作成・納税組合報

償金支払の関連帳票作

成 ]

O納組コードO納付

組織名 0納付組織代

表者名 O口座振込

O口座名義人氏名

(
税
務
課
)

法
人
市
民
税

O法人番号O産業区分0種別O決算期O設立O解散

O資本金O従業員数0区分0法人名称、0住 所0本庖

の住所0代表者氏名 [法人市民税の関連帳票作成]

(
福
祉
課
)

保

育

所

O保育所コードO児童コ ード O区分O階層 O入所年

月日 O退所年月日 O世帯コード O氏名 O生年月日

0性別O判定0保育料(市基準) 0保育科 (措置分)

O 通知書番号0区分判定 [保育料の徴収に伴う関連

帳票作成]

(
福
祉
課
)

一
(
福
祉
課
)

福
祉
医
療

一
老
人
医
療

O個人コードO医療区分O受給者区分0資格取得日

Oねたきり認定日 0保険種別0健康手帳O身障手帳

。療育手帳0母子最終年月 日0氏名0性別O生年月

日0続柄O身障情報0原爆医療0住所 [福祉医療費

給付に伴う関連帳票作成]

O個人コードO受給者番号 0資格取得日 O事由O保

険区分0保険者番号0氏名 0性別O生年月日 0続柄

O住所 [老人医療の給付に係る事務、関係帳票の作

成]

施 福京I 0個人コードO氏名0性別O続柄O住所0事由O申

設 札宰|請日 0決定日 0措置日 0入所日 0退所日 0施設種別

入 札翠 1 0金額 [老人福祉施設、療育施設等の入所に関する

戸斤 課釜| 事務、関係帳票の作成]

(
建
築
課
)

一(
下
水
道
業
務
課
)
一
(
耕
地
課
)

一(農
林
水
産
課
)

一者

負

担

金

一事
業
分
担
金
一

住
宅
使
用
料

一下
水
道
受
益

一農
業
集
落
排
水一
水
田
農
業

O住宅コードO入居者コ ー ドO住宅区分O家賃O割

増区分0入居年月日 O家族数0住宅番号0月別家賃

O世帯番号0納付書番号0氏名 O住所 [市営住宅使

用料の徴収関連帳票作成]

O受益者賦課コード O筆数0地積O負担金O猶予年

月 O猶 予 額O減免額 O差 引負担金額 O個人コード

0納付管理人個人コードO氏名 O住所 [下水道受益

者負担金の賦課 ・徴収の関連帳票作成]

O受益者賦課コード O筆数0地積0分担金0猶予年

月O猶予額O減免額差引分担金額0個人コード 0納

付管理人個人コード0氏名O住所[農業集落排水事

業分担金の賦課 ・徴収の関連帳票作成]

O農家コ ードO農家情報0農地情報0転作情報 [転

作水田に関する帳票作成]
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平成 7年 7月号広報おおむら

⑨ 

⑨ 

人
口

8
万
人 ⑧ 

;
多
数
、
ご
応
募
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
月
発
行
の
市

政
だ
よ
り
で
「
人
口
の
動
き
」
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

3
年
間
(
平
成

4
年
6
月
1
7年
6
月
)
に
お
け
る
人
口

の
伸
び
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

実
に

2
、
7
8
1
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
推
移
か
ら
、
今
年
中
に
は
、

大
村
市
の
人
口
が
8
万
人
に
達
す
る
の
で

は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

て
い
た
だ
き
「
人
口
8
万
人
到
達
が
い
つ

な
の
か
」
を
当
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

正
解
者
に
は
賞
品
を
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
で
き
る
人
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
解
答
(
平

成
O
年
O
月
O
日
)
、
住
所
、
氏
名
、
年

移推の口人の在現口同日リ
内

h
u

a
F
 

、ノレ」

年 人口(人)

平成4年 74.975 

5年 76.252 

6年 77.756 

※人口 7万人到達は、昭和61年

6月20日でした。

ふ
う

W

齢
、
職
業
(学
校
名
)
、

電
話
番
号
を
書

い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
1
枚
に
つ
き
一
つ
書
い
て
く
だ

さ
い
よ
一

人
1
枚
の
み
)

あ
て
先
干
鰯
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お

番
地
、
大
村
市
企
画
調
整
課

応
募
期
限

7
月
白
日
側
当
日
消
印
有
効

賞

当
選
者
叩
人

※
正
解
者
多
数
の
場
合
、
抽
せ
ん
し
ま
す
。

ヒント (2)過去1年間の人口の推移

月 日 人口(人)

平成 6年 6月1日 77.756 
7月1日 77.828 
8月1日 77.993 
9月1日 78. 270 
10月 1B 78. 344 
11月 1日 78. 582 
12月 1日 78. 709 

平成 7年 1月1日 78. 838 
2月 1日 78.937 
3月 1日 79.055 
4月 1日 78. 849 
5月 1日 79.344 
6月 1日 79.410 

ー
市
民
課
か
ら
ひ
と
言

l

昨
年
は
、
月
平
均
1
4
0
人
増
加
。
過

去
3年
間
の
デ
l
タ
に
よ
れ
ば
、
特
に
8

月
は
平
均
2
6
0
人
の
人
口
増
加
を
示
し

て
い
ま
す
。

~~li;~ム
ペ;ζZ3yqjちD
、与 ~-守旬、\ム:--C>P-'主主

hθ均fρ)l~っそ
o 0 。・

あつい夏がや ってき ましたが、皆さんの市民プールは新しくな るために、い ま工事中

です。 ご迷惑をおかけしますが、今年は近くの小・中学校のプールを利用してください。

市民プールとして開放する学校

・小学校".…大村小、中央小、西大村小、竹松小、放虎原小、 富の原小

・中学校・・・…玖島中、大村中、西大村中、桜が原中、郡中

・そのほかの学校は例年どおり、各学校での取り組みで行われます。

期 間 7 月 21 日幽~8 月 27 日 (日)

おイ木み

毎週月曜日、 8 月 9 日制登校日および 8 月 13 日 (日)~15 日ω

ただし、小学校プールは、小学生水泳大会練習のため、 7 月 21 日住:)~27 日 (ボまで、
午前中は泳げません。

なお、中央小学校プールは、小学生水泳大会のため、 7月27日(柑 ・28日幽は泳げま

せん。 このほか、天候により開放しないこともあります。

遊泳時間 午前10時~午後 3時50分

遊泳対象者

今年の夏は学校のプールか
屋内プールヘ 11

=新市民ブールは、現在工事中です=

1 7~ 日 I cþ j:1B rz~g~ I 中地区公民館 1 1 0 :00~11 ・ 00

・シンドパッドの冒険 (ア ニ メ 12分)
・クレヨンの里 (アニメ 14分)
・ぼくはじてんしゃ (交通安全24分)

場 戸斤 (利用料金) 〉氷 Lず る 人

小学校プール (無料) 幼児 (ただ し、保護者同伴)、小学生

中学校プール (無料)
幼児 (ただし、保護者同伴)、小学生 (ただし、保護者

同伴)、中学生、高校生、成人

屋内プール (有料)
幼児生(ただし、保護者同伴)、小学生、中学生
高校 、成人

問い合わせ 視聴覚ライブラリー
(宮⑪ 3161市 コミセン内)

注意事項

・児童、生徒はもよりの学校のプールを利用してくださし」

・幼児が遊泳する場合は、保護者も一緒に遊泳してくださし、。

-幼児が遊泳し、 また、混雑 も予想されますので、プールのどの部分からも、飛び込

みは禁止し ます。

・学校プールは無料であり、売庖もありませんので、お金や貴重品は持ってこないこ

と0

・感染性の疾患のある人は遊泳を禁止し ます0

.喫煙は指定された場所で行ってください。

・監視員の指示に従ってください。

問い合わせ 市教育委員会 スポーツ振興課 (宮 ⑬ 4111内線366)
沼会勾以お O お公おおお芯 O 出 部出会信 o~次郎以前 0 =応部次出

三浦・松原海水浴場海聞き
開設期間 7 月 18 日 (刈~8 月 14 日 (月)

〈ルールを守って楽しい海水浴にし ましょうグ〉

精霊船用 i 
i モーターボートを i 
l 払い下げます l 

i 条件町内会や各種団体単位で l 

i 精霊船として利用するものに限 l 
i ります。 i

個人には払い下げません

| 申込期限 7月12日(樹 1 

1 申し込み 環境保全課環境保全 l 

l係 i
i ※申込書は環境保全課および、 i 
i 各出張所にあります。 i 



夏越まつり
8月1日(火)宵まつり

花火大会

臼島大かがり火

第
何
回

8月2日同 .3日岡
本まつり
ちび、っこ相撲大会

ゆかた納涼コンテスト

太鼓の競演

おおむら音頭コンテス ト

などもりだくさん

おおむら夏越まつり協賛

会 (宮⑫ 2580)

問い合わせ

竹
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

日
時

7
月
幻
日
出
l
n
日
側
、
午
後
6

時
l
m時

場
所

竹
松
駅
通
り
特
設
広
場

催
し

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ち
び
っ
こ
オ

リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
、
ス
リ
1

オ
ン
ス

リ
l
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
、
ク

イ
ズ
大
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
竹
松
ゆ
か
た
ま
つ
り
実
行

委
員
会
(
宮
⑮

8
3
3
5

井
手
)

OO~ê>~遣も域自受講者ぼしゅう

幸町25-33ft⑭3161 中央 公 民 館

教 ，主-- 名 内 円台寺唱 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

焼きもの作りを通して親子の 7月21日幽、22日出 小学 1年~

親子陶芸教室 触れ合いを深めます。 8月11日樹 小学 6年生の親子 大村陶芸同好会

(教材費:親子 1組 1.000円) 午前9時30分~正午計3回 15組

藤を使って、簡単な小物入れ 7月27日(柑、 8月 3日(柑 小学 3年~

子ども篠手芸教室 などをイ乍ります。 8月10日(材 小学 6年生 坂本弥生

(教材費:400円) 午前9時30分~正午計3回 30人

日本伝統の和紙を使って好き 8月 1日側、 2日附 小学4年~

子ども和紙ちぎり絵教室 な動物や花などを作ります。 午前9時30分~11時30分 小学 6年生 和紙ちぎり絵会

(教材費:400円) 計2回 30人

松並1丁目246-5ft⑩13ワ6なかちく公民館

教室名 内 円台今、 期 日 対象・定員 講 師 (敬称略)

紙ネンドでピエロのかべ掛け 7月31日、 8月 7日
小学 3年生以上 紙ネンド人形

子ども紙ネンド教室 を作ります。 毎週月曜日 計 2回

(教材費:800円) 午前10時~正午
40人 グルー プ

手軽にできる料理やパン ・ケ 7月25日、 8月 1日
小学4年生以上

子どもクッキング教室 ーキなどをf乍ります。 毎週火曜日 計 2回 康中恵 子

(材料費:800円) 午前 9時30分~正午
25人

おりがみで、遊べるおもちゃ 7月26日、 8月 2日 小学 1年~

子どもおりがみ教室 を折り ます。 毎週水曜日 計 2回 小学4年生 お りづる会

(教材費 :300円) 午前10時~正午 50人

申込期限 7月10日(月)必着 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法 :往復ハガキに、住所 ・氏名 ・年齢(学校名、学年)・性別 ・電話・希望する教室を一葉に一教室を書 いて

申し込んでください。申し込み多数の場合は抽選します。

申 し込み・問い合わせ :各公民館へ
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平
成

7
年
度

教
科
書
展
示
会

期
間

7
月
は
3
日
側
1
U
日
樹
、

午
前
9
時
却
分
1
午
後
4
時
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)

展
示
内
容
小
・
中
・
高
校
用
の

教
科
書

展
示
場
所
旧
中
央
公
民
館
(
市

民
体
育
館
横
)

※
期
間
外
で
も
申
し
込
み
を
す
れ

ば
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
学
校
教
育
課

電
話
加
入
権
を
公
売

平成 7年 7月号

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

7
月
初
日
側
、
午
後
1
時

O
子

q
u
zノ

場
所
市
役
所
第
7
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
亮
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

広報おおむら

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

お
は
な
し
の
つ
ど
い

入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
自
由
に
ご
参

J

加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
1
日
出
、
午
後
1
時

初
分
1
2
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
大
型
紙
芝
居
、
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
⑬
1
3
7
6
)

警
察
官
採
用
試
験

室
長
菅
B
②
婦
人

試
験
区
分

警
察
官
B

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
1
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(①
は

男
子

②
は
女
子
)

※
4
年
生
大
学
卒
、
ま
た
は
卒
業

見
込
み
者
を
除
く
。

試
験
日
日
月
1
日
間

受
付
期
間

8
月
幻
日
側
1
9月

8
日
働

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
警
察
署

文
部
省
認
定

編
物
技
能
検
定
試
験

検
定
日

場
所

向
陽 9
高月
校 17
(日
西 (日)

城
岡I

検
定
料

1
級
8
千
円
、

2
級
5

千
円
、

3
級
3
千
円
、

4
級
千
円

受
験
資
格
ど
な
た
で
も
、
何
級

か
ら
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

受
付
期
限

8
月
白
日
制

問
い
合
わ
せ

側
日
本
編
物
検
定

協
会
・
長
崎
支
部
役
員
新
田
(
宮

⑧
7
4
6
0
)
古
根
村
(
宮
⑬

8

5
2
3
)
小
坂
(
宮
⑬
1
4
1
4
)

少
年
・
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

8
月
5
日
出
、
午
前
9
時

1
午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)

場
所
大
村
競
艇
場
内

内
容
エ
ン
ジ
ン
付
ゴ
ム
ボ
ー
ト

の
試
乗
(
競
艇
選
手
が
指
導
)

対
象

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

参
加
費
無
料
(
記
念
品
進
呈
)

申
し
込
み
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
(
宮
⑫

6
1
9
4
)

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及

大
会

j
ヨ
ッ
ト
・
力
ヌ
|
教
室
j

内
円~、
壬ヨ「

ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
な
ど
の

試
乗

日
時

7
月
幻
日
制
、
午
前
9
時

1
午
後
3
時

場
所
大
村
競
艇
場
内

対

象

小

学
4
年
生
以
上
か
ら

一

般
男
女

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
、
低
学

年
生
も
可

参
加
費
無
料
(
昼
食
持
参
、
参

加
賞
有
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

B
&
G
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
長
崎

県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内
宮

⑫
6
1
9
4
)
 

県
産
品
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

事
業
応
募
案
内

付
加
価
値
を
高
め
た

「売
れ
る

商
品
」
の
開
発
、
販
路
開
拓
に
支

援
を
行
い
ま
す
口

支
援
内
容

①
マ
i
チ
ャ
ン
ダ
イ

ザ
l
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
よ
る
商
品
開

発
・
改
良
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

(
無
料
)

②
問
屋
、

百
貨
庖
な
ど

へ
の
開
発
・
改
良
商
品
の
案
内
③

長
崎
空
港
・
県
庁
玄
関
県
産
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
へ
の
展
示
な
ど

応
募
締
切

7
月
幻
日
幽

問
い
合
わ
せ
県
物
産
振
興
課

(宮

0
9
5
8
⑫
5
9
0
4
)

ち
び
っ
こ
ヤ
ン
グ
大
会

日
時

7
月
日
日
間
、
午
前
8
時

1
午
後
4
時

場
所
大
村
航
空
基
地

内
容
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
サ

ッ
カ
ー
大
会
、
航
空
機
地
上
展
示
、

体
験
航
海
、
装
備
品
展
示
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
l
見
学
な
ど

ま
た
、

7
月
お
日
樹

(午
後
7

時
1
9
時
初
分
)
に
は
、
盆
踊
り

大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
海
上
自
衛
隊
大
村

航
空
基
地
広
報
室
宮
⑫
3
1
3
1

図
書
館
か
ら

おりがみ講座

恐竜がれっぱ(，ノ
おりがみでいろいろな恐竜を折ります。

ちょっとむずかしい折り方のものもあり

ますが、 チャレンジしませんか。

日 時 8月 3日(柄、 午前10時~正午

場 所市立図書館

対 象小学 3年生から中学 3年生まで

募集人員 28人

受講料無料(お りがみ代と して100円必要j

申込方法 電話ま たは、図書館に来て、申し

込んでください。

申込受付開始日 7月12日伽 か ら(定員にな

り次第締め切 ります)〆 e¥. .，-;， 

九反射す
必(ザ

¥ {ツt

; 合わせ市立図書 館

『司令ミ汽 ¥A (会⑫ 2457)

宮
本
輝
著

(一般書) かるく一杯 (田辺聖子著)/銀の猫 (杉

本苑子著)/八代将軍吉宗・中 (ジi

ームス三木著)/パラサイト・イヴ (瀬名秀明著) / 

瑠璃の方船 (夢枕獲著)/折々の感情 (山口洋子著)

/一瞬の原っぱ(花形みつる著)/宇宙のランデヴ-

4 上・下 (アーサー ・c.クラーク著)/あつかまし

き人々 (マルグリット・デュラス著)/ 日米政治破壊

(日高義樹)/院内感染のゆくえ (富家恵海子著)

このほかにも、たくさん用意しています。

春の午後、ひとりの主婦が殺

された。難航する犯人捜査があ

らわにする人々の心の奥底にひ

そむ哀しみと悦び。心の迷宮を

たどり、人生の願いを問う最新

長編小説。人間にと って幸福と

はイ可なのか。

新着図書のご案内

「
人
間
の
幸
福
」



&())拶お守~~@)匂

おおむ5

=大村湾観察クルージング参加者=

今
年
も
大
村
湾
の
「
環
境
と
観

光
」
を
考
え
る
『
よ
み
が
え
れ
琴

の
海
湾
内
己
司

4
2コ
お
お
む

ら
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
大
村

湾
観
察
ク
ル
l
ジ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

7
月
お
日
目
、
午
前
8
時

集
合
、

9
時
出
発
、
午
後
5
時
帰

着集
合
場
所
馬
場
崎
ふ
頭
(
大
村

青
果
市
場
横
)

コ
ー
ス
馬
場
崎
1
一
一島
お
よ
び

大
崎
沖
(
水
質
検
査
)
1
ハ
ウ
ス

テ
ン
ポ
ス
(
浄
化
施
設
見
学
・
自

由
行
動
)
1馬
場
崎

募
集
人
員

2
5
0
人

参
加
費
大
人

3
、
0
0
0
円、

小
人

2
、
0
0
0
円
(
ロ
歳
以
下
)

(
参
茄
料
に
は
、
往
復
船
賃
、
ハ
ウ

ス
テ
ン
ポ
ス
入
場
料
含
み
ま
す
)

募
集
期
限

7
月
ロ
日
制

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
。

一
枚
で
何
名
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
先
東
三
城
町
6
1

1

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部

「大
村
湾
観
察
ク
ル
l
ジ
ン
グ
」

長，S1t
 問

い
合
わ
せ
大
村
商
工
会

議
所
青
年
部
(
宮
⑬
4
2
2

2
)
 

ク)\;~クヨダ21J号〕 一
(ワr¥¥' E E 浮き

In '95 湾CUP
イ
力z g-
|月
ス包
禁固

茄但)
艇開
も催

査大
し包
ゆ戸誓

う耐
/久

少
年
歴
史
ク
ラ
ブ
員

市
内
外
の
史
跡
を
訪
ね
、
郷
土

の
歴
史
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

期
間

7
月
却
日
出
1
1
月
日
日

出

(
全
日
回
)

対
象
小
学
校
6
年
生

1
中
学
2

年
生
ま
で

内
容
大
村
城
・
古
戦
場
跡
・
キ

リ
シ
タ
ン
史
跡
な
ど
史
跡
調
査
、

グ
ル
ー
プ
研
究

募
集
人
員
犯
人

受
講
料
無
料

申
込
方
法
住
所
・
氏
名
・
性
別

.
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

7
月
日
日
開
(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町
お
|
お

宮
⑭

3
1
6
1
)

ピ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
会
員

(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

例
会
毎
月
第
2
、第
4
水
曜
日
、

午
後
7
時
初
分
1
9時
却
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

額

2
、
0
0
0
円

入
会
費

1
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
午
後
5
時
ま
で

藤
本
(
宮
⑫
4
0
2
6
)

以
降

田
方
(
宮
⑫
2
9
3
9
)

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

域 I 3DK 25， 200 一

1種 原 口 1 3DK 27. 200 

松並第一 1 3DK 3 O. 000 

原 口 1 3DK 20， 500 
2種

松並第一 1 3DK 23. 500 

{主宰入躍議帯

申込期限 7月10日(月)

抽 選日 7月20日(木)、午前10時30分~

入居日 8月 1日(火)

申し込み・問い合わせ

夏
休
み
野
外
活
動
体
験
の
参
加
者
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@
国
内
支
流
事
業

「青
少
年
国
際
支
流

キ
ャ
ン
プ
』

外
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
キ
ャ

ン
プ
生
活
を
す
る
中
で
、
言
葉
を

越
え
た
友
情
が
広
が
り
ま
す
。

対

象

小

学
4
年
生

1
6年
生
、

中
学
1
年
生

1
高
校
3
年
生

期

間

小

学
生
:
・7
月
初
日
間
1

8
月
3
日
制
、
中
・
高
校
生
・
:
7

月
お
日
嗣
i
初
日
目

場

所

国

立

磐

梯

青
年
の
家

キ
ャ
ン
プ
場

募
集
人
員
小
学
生

1
7
0
人、

中
・
高
校
生

1
5
0
人

費
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照

く
だ
さ
い

申
込
締
切

7 
月
10 
日
(月)

。
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ

野
外
活
動
体
験

ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
大
き
な
自

然
と
心
あ
た
た
か
い
人
達
の
中
で
、

野
外
活
動
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
よ
う
。

対

象

小

学
5
年
生

1
高
校
2
年

生期
間

8
月
口
日
制
1
お
日
出

場
所
ア
メ
リ
カ
・
サ
ウ
ス
ダ
コ

タ
州
ラ
ビ
ッ
ト
シ
テ
ィ

募
集
人
員
加
入

費
用

m万
5
、0
0
0
円

申
込
締
切

7
月
7
日
幽

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

岡
国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
干
則

東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
の
日
大
村

ピ
ル

3
階

宮

0
3
1
3
3
5
9

1
8
4
2
1
)
 

大

村

少

年

合

唱

団

団

員

建築課住宅係

練

習

日

第

1
・
第
3
土
曜
日
、

午
後
2
時
1
4時
初

分

第
2
・

第
4
土
曜
日
、
午
前
日
時
1
午
後

零
時
初
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
市
内
の
小
学
3
年
生
以
上

の
男
女

問
い
合
わ
せ

8
3
)
 

阿
野
(
宮
⑭
1
5



。
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日

8
月
ロ
日
出
i
U
日
制

た
だ
し
、
参
加
チ
l
ム
数
に
よ
り

日
程
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

チ
l
ム
編
成

・
小
学
生
の
部

4
年
生
以
上
を

原
則
と
し
ま
す
。

・
中
学
生
男
子
の
部
学
年
は
問

い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格
大
村
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ

る
こ
と
。

参
加
料

1
チ
l
ム

1
、
0
0
0円

申
込
期
限

7
月
お
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
ツ
振
興
課

三
浦
・
松
原
海
水
浴
場

監
視
員
ア
ル
バ
イ
ト

7
月
日
日
ω
1
8
月

平成7年 7月号

従
時
期
間

比
日
側

勤
務
地

三
浦
海
水
浴
場

・
松
原

海
水
浴
場

募
集
人
員

5
1
6人
程
度

条
件
目
歳
以
上
の
男
子
で
、
泳

げ
る
人
(
勤
務
地
ま
で
通
勤
可
能

な
人
)

勤
務
内
容

広報おおむら

海
水
浴
客
の
監
視
・

海
水
浴
場
の
清
掃
な
ど

勤
務
時
間

午
前
9
時
1
午
後
6

寺申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

履
歴

書
持
参
の
上
、
商
工
観
光
課
ま
で

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
技
術
修
得
を
通

し
て
、
健
全
な
精
神
と
身
体
を
培

い
ま
し
ょ
う
。

対

象

小

学
4
年
生

1
6年
生
ま

で
の
児
童
で
、
年
間
を
通
し
て
参

加
で
き
る
人

開
催
日

7
月
か
ら
実
施

第
2
・
4
土
曜
日
午
前
中
(
祝
日

を
除
き
ま
す
)

費
用

月、

5
0
0
円
程
度
(
傷

害
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
ツ
振
興
課

ア
ー
チ
ェ

リ
ー
教
室

期
日

7
月
お
日
1
8月
加
日

(
日
曜
日
計
5
回
)

時
間

午
後
1
時
1
3時

場
所

市
営
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

対
象

中
学
生

・
高
校
生
・

一
般

{
疋
員

5
人

申
し
込
み
橋
口
(
宮
⑬

3
6
2

0
)
 

J

ご
室
町
叶
川

ミ
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

ス
ポ

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
塚
原
操
(
松
並
2
丁
目
)
5
万
円

V
岩
永
忠
康
(
長
崎
市
)
叩
万
円

V
武
次
サ
イ

(
諏
訪
2
丁
目
)

3

万
円

V
横
田
忠
明
(
古
町
2
丁
目
)
1

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
添
き
ぬ
よ
(
徳
泉
川
内
町
)

(
敬
称
略
)

日
万
円

V
雄
城
重
義

(
松
山
町
)
5
万
円

V
津
栄
子
(
玖
島
2
丁
目
)
初
万
円

V
松
尾
宏
二

(
片
町
)
3
万
円

V
橋
本
シ
ヅ
子
(
桜
馬
場
1
丁
目
)

3
万
円

文
化
基
金
へ

V
岩
永
マ
ス
エ
(
竹
松
本
町
)
初

万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
|

シ
ョ
ン
へ

V
橋
本
シ
ヅ
子
(桜
馬
場
1
丁
目
)

3
万
円

V
津
栄
子
(玖
島
2
丁
目
)
5
万
円

。
一
般
寄
付

ス
ポ

郡
中
学
校
へ

V
皆
同
町
老
人
会
婦
人
部
H
H
ぞ
う

き
ん

V
登
貴
和
木
会
l
ぞ
う
き
ん
ほ
か

三
浦
小
学
校
へ

V
三
浦
小
学
校
体
育
館
利
用
諸
国

体
l
清
掃
用
モ

ッ
プ
3
万
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
l

m万
円

清
和
園
へ

V
本
経
寺
l
か
し
わ
も
ち

V

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
ハ

ラ

ー
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫

・
松
尾
謙

)
1理

容
奉
仕

泉
の
里
へ

V
登
貴
和
木
会

1
奉
仕

V
佐
藤
猛
(
富
の
原
1
丁
目
)
日

万
円

V
横
田
俊
子
(
池
田
1
丁
目
)
お

手
玉

V
永
測
屋
l
ま
ん
じ
ゅ
う

V
株
崎
芳
徳

(
東
本
町
)
5
万
円

V
高
松
寿
(
赤
佐
古
町
)
え
ん
ど

、つ
一旦

慈
恵
荘
へ

V
今
里
清

(
東
本
町
)
日
万
円

V
永
測
屋
H
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
森
義
昭
(
久
原
2
丁
目
)
お
む

つ
カ
パ
l
・
紙
お
む
つ

V
原
生
花
庖

1
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

V
本
経
寺

1
か
し
わ
も
ち

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学

院
l
奉
仕
活
動

V
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
短
期
大
学

1
奉
仕
活
動

V
楠
啓
二

(西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

V
黒
田
喜
寿
夫
妻
(
乾
馬
場
町
)

言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ

三
彩
の
里
へ

V
津
村
佳
代
(
佐
世
保
市
)
ぞ
う

き
ん

V
自
衛
隊
竹
松
部
隊
曹
友
会
有
志

l
奉
仕

V
田
中
善
典
(
松
原
本
町
)
5
千
円

V
側
恒
石
建
設
1
1万
円

V
浜
崎
覚
夫

(桜
馬
場
1
丁
目
)

2
万
円

V
松
添
友
武
(
水
田
町
)
3
千
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
本
経
寺
l
か
し
わ
も
ち

V
永
測
屋
H
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
天
理
教
婦
人
部
l
縫
い
物

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
リ
慰
問

V
米
海
軍
佐
世
保
基
地
乗
組
員
l

除
草
作
業

V

ヘ
ア
l
メ
イ
ク

M
l理
容
奉
仕

V
宮
崎
初
彦

(久
原
2
丁
目
)
ズ

ボ
ン
・
ク
ツ

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V

セ
イ
コ
ー
ド
l
薬
局
l
ド
リ
ン

クう
ぐ
い
す
の
圧
へ

V
佐
藤
猛
(
富
の
原
1
丁
目

)
1

3
万
円
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

V
山
口
ナ
カ

(
今
村
町
)
み
か
ん

V
室
本
紀
代
子
、
平
山
忠
之
、
光

成
利
子
(
い
ず
れ
も
広
島
在
住
)

額
装
「
書」

V
岩
永
カ
ネ
(
武
部
町
)
缶
ジ
ュ

ー
ス
ほ
か

V
渡
海
常
五
郎
(
多
良
見
町

)
1

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)

唱
歌

・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
あ
け
ぼ
の
婦
人
会
H
H
民
踊
ほ
か

交
流

V
永
津
昌
江
(
長
崎
市
)
ピ
ア
ノ

演
奏
会
交
流

V
新
城
保
育
園
園
児
ほ
か

ω人
l

ミ
ニ
運
動
会
交
流

V
松
本
徳
太
郎
(
長
崎
市
)
1
万
円

兵
庫
県
南
部
地
震
災

害

(阪
神
大
震
災
)義

援

金
を
被
災
地
へ

¥
5
月
2
日
1
6
月
1
日
/

/
市
受
付
八
万
・
敬
称
略
¥

や
ま
み
ち
歌
謡
教
室

活
き
活
き
お
お
む
ら
推
進
会
議

み
つ
る
グ
ル
ー
プ
お
客
様

一
同

義
援
金
総
額

(
6
月
1
日
現
在
)

2
4
、2
8
0
、0
1
1
円

一 19-



おレジ91

-7月
ワ
月
は
、
固
定
資
産
税
(
2期
)
と
国
民
健
康
保
険
税
(
1期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

2日 当番医 1(5土日) 
耳とことばの相談 福祉センター

(内・外)渡辺医院松原1丁目宮⑮⑫8275 l3 :00~15:00 
(日) (産) 大村中央産婦人科水主町2丁目宮 3850 

当番医16日
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~

(日)
(皮) 本田皮ふ科医院 大川田町宮⑬⑬6830 

3日 市コミセン 9:30~1l :00 (外・内)牧山医院宮小路2丁目 ft(55)7831

(自) ⑮般健母康子相健談康手帳、 ズボン
1(?月日) 明日の親のための学級(8)

一 市役所健康相談室 13:00-16:00
市コミセン 9:30~13:00 

⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定ほか

18日 乳幼児健康相談 鈴田出張所4日 乳幼児健康相談 福重出張所

(火) ⑧l3 :30~ 15 :00 (火) ⑧9:30~ 1l :00 

19B 妊婦教室(3)中地区公民館 13:30~16:00 
5日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:30~16:00 (水) ⑮母子健康手帳
(水) ⑮母子健康手帳

3歳児健康診査 大村保健所
1歳6か月児健康診査 :pコミセン

20日
⑧9:15~9: 45、l3 :00~13:30

6日 ⑧l3 :OO~ 13: 30 ⑧平成4年1月生まれ(平成3年7月-12月生まれで、

(木)
⑧平成5年12月生まれ(平成5年7月-11月生まれで、 (本) まだ受けていない人も受診してください)

まだ受けていない人も受診してください) ⑮母子健康手帳、問診票
⑮ 母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ 定期巡回献血 市役所玄関前 9:30-12:00 

ワ日
明日の親のための学級(6) 21日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00

市コミセン l3 : 30~ 16: 00 (金) ⑧⑮...7日(金)と同じ

金 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00-15: 00 
当番医⑪40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 23日
(内・消)南野内科消化器科医院 束三城町宮⑬⑫3731 

9日 当番医 (日) (眼) 計屋眼科医院古町1丁目宮 6888

(日) (内・小)寺井医院 玖島1丁目宮⑫⑫3574 
乳幼児健康相談 三浦出張所

(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町宮 4330 24日 ⑧9:30~ 1l :00 

10日 ことば‘の教室 市コミセン l3 : 30~ 16 : 00 (月) ことば‘の教室市コミセン l3 : 30~ 16 : 00 
(初めての人は市健康増進課まで電話で申し込んでください) ⑧⑮…10日(月)と同じ

(月) ⑧母子健康手帳⑪ことばの発達などが気になる幼児 26日 妊婦教室(4)中地区公民館 l3 : 30~ 16 : 00 

乳幼児健康相談 市コ ミセン (水) ⑮母子健康手帳

11日 ⑧9:30~1l :00 、 13:30~15:00
2(ワ本日) 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30

(火)
明⑮日離乳食教室 10:30~15:00 ⑮ PTによる訓練、 言語訓練

の親のための学級(7)
市コミセン 18:30~20:00 28日 1歳6か月児健康診査 市コミセ ン

12日 妊婦教室(2)中地区公民館 13: 30~ 16: 00 (金)
⑧l3 :OO~ l3 :30 
⑮⑮…6日(村と同じ

(水) ⑮母子健康手帳、ズボン
当番医

13日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30 30日
(内・官)フジイ骨腸科クリニ ック 東本町宮⑭⑫84658061 

(本) ⑮紙粘土 (日) (整) 牟田整形外科医院 古町2丁目宮

14日 1歳6か月児健康相談 市コミセン 略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容
⑧13:00~13:30 ⑮…持ってくるもの

(金) ⑧⑮…6日(木)と同じ 当番医の診療時間 9:00~18:00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮

間
間

4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
第

一
印
刷
鮒

1
4
A零
d

J
も

、AhR
灯
、

し
よ
う
ぶ
祭
り
で
み
ご
と
な
舞
い
を
披
露
す

る
県
指
定
無
形
文
化
財
「黒
丸
踊
」の
皆
さ
ん

(
6
/
什
・
大
村
公
園
)

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行ってい ます。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 6日・木 10: 00~15 : 00) 

行政相談 (13日・木 9 :30~12:00) 

法律相談 (19日・水 10: OO~ 15 : 00) 

(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

交通事故相談 (25日・火 10: 00~16 : 00) 

年金相談 (26日・水 10: OO~ 15 : 00) 

不動産相談 (28日・金 13: 00~16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはい たしま せん)。

7
月
の
定
例
相
談
日

す

m

j

ま
一

J
辺

H

I
V

生
て

再

し
は

用
」
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叩

ロ限
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広
志
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l
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，、、

2 日 ~3 日・グランドチャンピオン場外発売、 6 日 ~9 日 、
13 日 ~16 日、 20 日 ~25 日 ・ ラ・メール海の記念・日刊杯、
29 日 ~8月 2 日 ・女子 リー グ第9戦真夏の女王決定戦・スポニチ杯

7月の大村ポート
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